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はじめに 

 みなさん、こんにちは。私は仙台８９ＥＲＳの間橋といいます。本日は最初にバスケッ

トボールについてお話しし、次に仙台８９ＥＲＳについて自分がやってきたことも含めて

お話ししたいと思います。ぜひ、気軽に聞いていただければと思いますのでよろしくお願

いします。 

 

バスケットボールについて 

いうまでもなく私達はプロのバスケットボールのチームを運営しているわけです。です

から最初は簡単にバスケットボールの歴史についてお話したいと思います。 

バスケットボールは今から１２０年ほど前にアメリカのマサチューセッツ州で、ネイス

ミスという人が雨の日にやるスポーツを考えたことから始まりました。当時のアメリカで

は身体接触をするスポーツが多く、彼はそのことが嫌いで、身体接触をせずに室内でやる

スポーツを考えたのです。バスケットも接触はありますがこうしたことから接触するとす

ぐファールというルールになっているのです。最初は、ボールを入れるために箱を用意し

ようとしたといいますが、１８９１年当時たまたま頼まれた人が桃を入れるかごを用意し

たため、バスケットボールになったといいます。（もし箱があったらボックスボールになっ

ていたかもしれません） 

 最初は９人対９人でやり、当時留学中だった石川さんという人が最初から日本人として

参加していましたが、日本では残念ながら野球・サッカーと比較するとまだ人気がない状

況です。 

 



                     ３ｍ５ｃｍというリングの高さは誕生から 

                     唯一変わっていないルールです。それ以外

のルールはいろいろと変わっていて、バス

ケットボールのシュートに際にリングの後

ろにあるボードが何故ついたかというと、

最初参加する人数に制限を設けず、リング

を１階と２階の境に取り付けたため、２階

の後ろから手を出してじゃまする人がいて、

いくらやっても決着がつかなかったためボ 

ードが取り付けられたといいます。 

 さて、日本には１９０８年にＹＭＣＡの卒業生によって伝えられ、そこから約１００年

後の２００５年に、初のプロリーグとして bj リーグが誕生しました。実は世界規模でみる

とバスケットボールは競技人口が４億５千万人いて、サッカーや野球より多いのです。し

かし、人気では野球、サッカーになかなか勝てないのが実情です。日本も同じ傾向でなで

しこ人気もあって競技人口でもサッカーに抜かれる可能性が高くなっています。 

bj リーグは現在拡大していて、２００５年６チームから始まり現在２１チーム、今季は

青森と奈良が、来年は福島が参加することとなっています。リーグの計画では２４チーム

まではふやすこととなっているため、今後が注目されます。 

 さて、すこし固い話しが続いたのでちょっと休憩をかねて試合の楽しみ方についてみて

みたいと思います。 

 

試合の楽しみ方について 

 日本でなかなかバスケットの人気がでないのは見る側の文化がないからといわれていま

す。そこでちょっとゲームの際に、注目してほしいポイントについてお話ししたいと思い

ます。 

まず、ゲームの中でとられる「タイムアウトのあとは何かがおきる」ということです。こ

れは指示によってビックプレイがでやすいのです。そのプレーはいろいろですが、ぜひ注

目してみてください。 

 次に「ベンチをみると面白い」と思います。選手達が試合中すわっているのですが、う

ちのチームは間をあけないですわっています。一方でバラバラに座るときはチームがうま

くいっていないとき、そういうときは意外に負けることが多いものです。 

 また、「シュート後のパフォーマンス」も選手によってそれぞれ違います。それから、「 

ポイントガードのサイン」を見のがさないようにしてください。これはそのサインにあわ

せて選手がプレーすることになっているからです。どんなサインがどんなプレーにつなが

るのか、楽しみながらみて下さい。 

 



                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域とともに 

ここからは本題にはいります。私達仙台８９ＥＲＳがどのように地域に密着しているか。

について話したいと思います。 

まず生き残っていくためにはかかせない地元メディアとどれほど連携したかという実績

ですが、現在は地元新聞社の河北新報とは良好な関係があり、昨シーズンは朝刊だけで１

７６回も取り上げていただきました。 その他のスポーツ新聞なども含めるとじつに２４

５回掲載、他にもテレビや雑誌などにも取り上げられました。 

 

 次に地域の子供たちがホームゲームの前にプロ選手

と同じコートでプレーをするエキシビィジョンマッチを

昨年は８回実施しました。これは子供たちに夢をもって

いただくことであり、今後はさらに増やしたいと考えて

います。 

 

コラボパフォーマンスとして仙台８９ＥＲＳのチアが 

高校や大学のチアやダンス部を招待して、タイムアウト 

やハーフタイムに一緒にパフォーマンスを披露するイベ 

ントは、昨年は１０校と連携し開催されました。会場を 

盛り上げる企画となっています。 

 

ボランティアについては、昨年は１試合あたり約４０名のスタッフが参加、登録は１３４

名、シーズン中の活動は延べ８２６名にも達しました。ゲームの運営に欠かせない存在で

あり、本当にありがとうございます。また、他のスポーツチーム同様仙台８９ＥＲＳも、

エコアリーナをめざして活動して来ました。この活動へのご協力にも感謝したいと思いま

す。 

 



選手やチア、そしてティナなどが地域に出向いて参加するイベント出演については昨年

は６２回にのぼりました。一日警察署長、動物園の園長、チアのパフォーマンスなどで地

域の方々の役に立つように活動させていただきました。 

子どもたちの心身の健全育成とバスケットボールの普及のため幼稚園・保育所・小中学

校などの学校訪問も積極的に行い、昨年は２３回、２，２３４名の子供たちと楽しみまし

た。幼稚園・保育所ですとチアとティナが多く、小中学校は選手が授業に参加するなどし

ています。このほか、バスケットボールの普及と強化を目的としたクリニックも１０回開

催し、１，３１３人の子供たちに基本技術を教えました。また、仙台市教育委員会などと

連携し、選手が学校を訪問して夢をテーマにお話ししました。チアが子供たちにレッスン

するダンス教室は計１０回、５７９人を対象に開催、スクールでは２９３名を対象に事業

を実施、一昨年はあすと長町に専用コートが完成、私達がハレオドームの管理運営をする

ことになりました。そこにバスケットの学校のようなものを作り、スキルアップをめざし

て指導してきました。私の夢は仙台８９ＥＲＳの日本人選手が全員仙台出身の人間になる

ということですが、実際に可能性のある選手も何名かいますので楽しみにして下さい。 

スクールの展開による効果は、底辺の拡大と選手の育成と強化だけではなく、指導者の育

成や仙台８９ＥＲＳの強化にもつながります。今後さまざまな相乗効果が出てくれば最高

です。 

 

これからに向けて 

自分が思い描いているものとして宮城県、仙台のバスケットボールのスタイルというも

のを作りたいと思っています。私達だけではなく各組織のひとたちと協力しあって作って

いきたいのです。具体的には指導者によって教え方がすべて変わってしまうのではなくて、

一貫したスタイルができるといいと思います。夢はあきらめないことが大切です。実は私

の双子の弟が甲子園にいくことを夢にしていたのですが、結局自分ではいけませんでした。

しかし、その後指導者になり、古川工業で監督として甲子園にいったのです。私も彼に負

けないようにしたいと心から思っています。 

質問 

Ｑ バスケットチームの経営は仙台８９ＥＲＳとしてはどうか。 

Ａ 経営はリーグ全体で考えていかないといけないが、人気を高めることでスポンサーや

放映権を確保することが必要。-会社としては最初は赤字、やっと黒字化し攻勢にでる

のはこれからでモデルとなりうると思います。 

Ｑ 何故日本ではボスケットボールの人気がでないのか 

Ａ 現状では家族でいく場所としての選択肢に入っていないことが大きいと思います。 

Ｑ チームが存続するためには JBLとの連携が必要ではないか。 

Ａ 見通しとしてはなかなか厳しいと思います、相手はアマチュアで一方資金力がある。 

リーグ自体が大きなマーケットになることを bjはめざしています。 【文責 泉田】 


